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1. はじめに 
本研究は, ヘッドマウントディスプレイ(以下

HMD)のみを使用して, 調理動画を参考に調理を行

うユーザのためにユーザと同じタイミングで進むよ

うに調理動画の一時停止と再生を行うことで調理の

進行度を同期させるシステムの開発を目指す. 現代

ではインターネット上に多くの調理動画がアップロ

ードされている. 新型コロナウイルスの流行によっ

て家庭で自炊を行う頻度が増加し[1], アップロード

されている動画を参考にして調理する機会が増加し

てきていると考えられる. しかし, ユーザは調理と

いう分野において初心者であるが故にその調理動画

を視聴していることが想像でき, 動画内で調理を行

っているのは料理研究家など調理の専門的な知識を

持っている人物であるため, 一般のユーザに比べて

手際が良い. このことから動画に対してユーザの進

行度が遅れることが考えられる.アップロードされ

ている動画は視聴者が見やすいように編集されてい

る場合が多く, 無駄な箇所はカットされているため, 

これらの条件下でユーザが動画と同じタイミングで

調理を行うことは難しい. 本研究ではこれらの問題

を解決するため, 調理動画を参考にしながら調理を

行う初心者のユーザが動画から遅れたタイミングで

動画を一時停止し,ユーザが動画に追いつくと再生

することで動画とユーザの調理工程の同期を図るシ

ステムの開発を目指す. 火や刃物を使用するのでユ

ーザが動画視聴のために視界を大きくうごかしてし

まうと危険なため視聴する動画は HMD 内で再生す

る. その例を図 1 に示す.左の画像がユーザの手元

の画像で右が調理動画の画像である. 

 

図 1. 本研究の想定している実行例 

 

 

 

 

 

2. 先行研究 
ユーザの調理をサポートする様々な研究が存在す

る. 森岡ら[2]はカメラ 2 台とプロジェクタ 3 台, 対

話ロボットを使用してユーザにプロジェクタによる

ガイドと対話ロボットの指示で調理の支援を行った. 

しかし, カメラ 2 台とプロジェクタ 3 台, 対話ロボ

ットを使用するとデバイスの数が多くなってしまい

コストがかかってしまうため一般家庭での運用は実

用的ではない. 是松ら[3]は, 「カット」「グリ

ル」「その他」の調理行動を行った際に発生する音

を用いて推定した. この手法では環境音のノイズが

存在する場合, その影響を大きく受けてしまい精度

が安定しないことが考えられる. 加藤ら[4]は包丁

に取り付けた加速度センサと調理動画のメタデータ

を使用することで動画内とユーザの調理の同期を図

った. しかし, 包丁が関連した動作以外の認識がで

きないため全ての調理工程に対応することができな

い. 本研究は, HMD から得られた映像と動画内の

映像を比較して動画の停止・再生を行うため, 低コ

ストで周りのノイズに影響されることなく精度を保

ったままユーザのサポートを行うことができる. 

 

3. 研究概要 
本研究では, ユーザに HMD を使用してもらい, 

動画内の手元の映像とユーザの手元の映像を比較す

ることで, ユーザが動画に対して遅れている場合に

動画を停止させ, ユーザが動画に追いついた場合再

生する. 大井ら[5]は調理の際に出現する動作は

「加える」「切る」「混ぜる」「焼く・炒める」の

動作が数ある調理動作の中で特に多く出現するとし, 

調理動作の認識を行った. そこで本研究も同じ調理

動作を用いて作られる料理を対象にユーザスタディ

を行う. 本システムの流れを図 2 に示す. まず, ユ

ーザに HMD を装着してもらい, ユーザの視界を映

像として取得する. その得られた映像から調理中の

食材の認識, 調理に使用されている器具の認識を行

う. 動画内の映像にも同じ処理を実行し, 比較する

ことで停止するか決定し,停止した場合はユーザが

停止した箇所まで追いついた時に動画を再生させる. 

なお, 比較する際にはユーザは動画を見ながら調理

を行うため動画に対して少しの遅れが発生すること

が予想される.そのため同じタイミングの映像を比

較するのではなく調理中のユーザの手元の映像と, 

数秒前の動画の映像で比較を行う.  

 

 

Automatic synchronization method of cooking videos using 
HMD for users 
†Kosuke Mori, Yasuyuki Kono 
  Graduate School of  Kwansei Gakuin University 
 
 
 
 

Copyright     2024 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-141

2ZF-01

情報処理学会第86回全国大会



  動画に対する処理  ユーザの手元映像の処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.システムの流れ 
 

3.1.調理器具の認識 

 調理器具の認識は DeepSORT[6]を用いて認識・

追跡する. なお, DeepSORT のデフォルトの認識モデ

ルに今回対象となる調理器具で含まれてないものが

あるため, その調理器具は自前で用意した画像で学

習を行い約 88%の精度で認識を行うことを可能とし

た. 

 

3.2.調理食材の認識 

調理中の食材がユーザのものと動画内のものが同

一あるか判別する必要があるため, セグメンテーシ

ョンモデルを作成した. このモデルにより調理中の

食材のマスク画像を生成しマッチングを行う. 周ら

[7]は, ユーザのジェスチャを利用して関心のあるオ

ブジェクトのマスク画像を生成し, アノテーション

を簡易化させた.これを参考に手元の画像と人の腕

のセグメンテーション画像を一組として学習データ, 

正解データには注目している物体のセグメンテーシ

ョン画像を入力しモデルを作成した. モデルの作成

には約 6000 枚の画像を使用した. マッチングのアル

ゴリズムは AKAZE を用いる. AKAZE は回転拡大縮

小に強いアルゴリズムで, 本研究の環境ではユーザ

の手元と動画は撮影する画角が異なるためである. 

教師データのイメージを図 3, 正解データのイメー

ジを図 4 に示す. 

図 3.教師データのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.正解データのイメージ 

 

4. ユーザスタディ 
 実際にユーザにこのシステムを使用してもらい,

評価を行う. 今回は炒め物, 透明もしくは半透明の

汁物, 色がついて具材の見えない汁物の 3 種類の料

理を対象に行う. この理由は, 料理の種類によって

精度がどれほど変化しユーザにどのような感想を抱

かせるか検証するためである. またユーザスタディ

には, 普段から定期的に調理を行う人物とそうでな

い人物に協力してもらい感想の比較を行う. 

 

5.おわりに 
 本稿では HMD を使用したユーザのための調理動

画の自動同期システムを提案した.今後は発表に向

け, 前述したユーザスタディを実施し, 評価を行うと

共に課題点の考察, システムの質の向上を行ってい

く. 
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